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耕
作
さ
れ
た
元
気
な
畑
か
ら
村
の
未
来
が
見
え
ま
す

。

農
業
委
員
会
だ
よ
り

大
宜
味
村

平成25年 １１月 １日（金 ）

申請農地現地調査
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農業委員会　１１ 月予定表

農業委員・職員研修会

内　　　容

11月12日

11日～
15日

南大東島農業委員会
大宜味村視察研修会

13日

18日 執行部会及び議案書作成

購読料 ： 月額600円

年間購読7.200円
発 行 ： 毎週金曜日

照
屋
ま
り
会
長
は
、
「
場
所

を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
郷
友

会
の
方
々
に
は
感
謝
い
た
し
ま

す
。相

談
会
は
、
今
回
で
２
回
目

で
す
。
皆
さ
ん
が
故
郷
の
農
地
、

里
山
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
く

れ
声
掛
け
し
て
く
れ
る
だ
け
で

も
有
難
い
で
す
。
大
宜
味
村
は

農
業
で
栄
え
た
村
で
、
委
員
を

中
心
に
農
業
の
振
興
に
努
め
、

い
つ
で
も
帰
れ
る
故
郷
の
農
業

を
守
り
た
い
で
す
。
」
と
話
し

て
い
た
。

現
在
国
会
に
お
い
て
は
「
農

地
法
の
改
正
」
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。

農
地
は
農
地
と
し
て
管
理
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

農
地
の
こ
と
で
お
困
り
の
方

は
、
是
非
農
業
委
員
会
へ
相
談

す
る
よ
う
地
域
で
も
声
掛
け
あ

い
村
の
農
地
、
農
業
を
守
り
ま

し
よ
う
。

第
十
四
期

第
二
十
六
回
総
会
議
題
結
果
報
告
（
十
月
二
十
五
日
開
催
）

日
程

１
、
議
題
第
五
十
七
号

農
地
法
第
三
条
に
つ
い
て

１
件

２
、
議
題
第
五
十
八
号

農
地
利
用
集
積
計
画
に
つ
い
て

１
件

３
、
議
題
第
五
十
九
号

非
農
地
証
明
に
つ
い
て

２
件

４
、
議
案
第
六
十
号

農
地
法
第
五
条
に
つ
い
て

１
件

報
告
１
、
議
案
第
五
十
七
号

１
件

可
決

２
、
議
案
第
五
十
八
号

１
件

可
決

10
月
13
日
（
日
）
、
大
宜
味
一
心

会
（
会
長

宮
城
孝
夫
）
親
睦
大
運

動
会
会
場
（
北
谷
ド
ー
ム
）
に
て
村

外
農
地
地
権
者
の
農
地
相
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
担
い
手

等
へ
農
地
の
斡
旋
活
動
を
推
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
農
地
地
権

者
の
多
く
が
村
外
在
住
で
高
齢
者
が

ほ
と
ん
ど
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
村

ま
で
足
を
運
ん
で
相
談
す
る
事
が
困

難
な
た
め
中
々
農
地
斡
旋
が
進
み
ま

せ
ん
。

そ
の
た
め
耕
作
放
棄
地
が
増
え
る

状
況
に
あ
り
、
ネ
ズ
ミ
、
ハ
ブ
の
発

生
地
・
ゴ
ミ
捨
て
場
雑
草
の
繁
殖
地

化
と
な
っ
て
お
り
近
隣
農
家
が
困
っ

て
い
ま
す
。

会
場
に
は
、
一
心
会
の
ご
厚
意
で

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
村
内
の

土
地
改
良
農
地
の
写
真
展
示
「
農
地

を
貸
し
ま
し
ょ
う
」
の
、
の
ぼ
り
を

立
て
農
業
委
員
の
方
々
が
直
接
相
談

を
受
け
付
け
ま
し
た
。

相
談
に
訪
れ
た
方
々
は
、
「
農
地

が
ど
こ
に
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
」

「
相
続
等
の
手
続
き
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
」
な
ど
普
段
は
考
え
る
こ
と

が
な
い
農
地
の
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ

た
と
の
声
が
多
か
っ
た
。

「農
家
基
本
台
帳
の
整
備

農
家
登
録
は
済
み
ま
し
た
か
？

去
っ
た
10
月
21
日
（月
）に
、
大
宜

味
村
に
民
泊
し
て
い
る
県
外
の
高
校

生
を
対
象
に
赤
土
流
出
防
止
資
材

ベ
チ
バｰ

の
植
栽
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
根

路
銘
棚
原
山
の
松
本
政
尚
さ
ん
の
圃

場
に
て
開
催
し
た
。

参
加
者
は
、
高
校
生
や
先
生
方
、

民
泊
先
の
農
家
さ
ん
で
延
べ
百
名
ほ

ど
に
な
り
、
約
３
２
０
０
束
（約
４
０

０
㍍
）を
30
分
で
植
付
け
た
。

今
年
の
第
１
回
目
は
、
大
宜
味
村

の
「辺
土
名
高
校
環
境
科
２
年
生
」が

植
栽
し
た
の
を
皮
切
り
に
今
回
で
、

２
回
目
と
な
る
。

事
業
も
２
年
目
を
迎
え
、
各
イ
ベ
ン

ト
を
通
し
て
村
内
外
に
広
く
周
知
続

け
て
き
た
が
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
も
周

知
活
動
の
一
環
と
し
て
新
聞
に
も
取

り
上
げ
あ
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
今
年
度
は
流
出
防
止
に
取

り
組
ん
だ
農
地
に
て
栽
培
さ
れ
た
作

物
の
販
売
促
進
を
図
っ
た
「応
援

シ
ー
ル
」の
普
及
も
計
画
し
て
お
り
、

今
後
も
流
出
防
止
活
動
を
通
し
て
、

農
業
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
く
活
動

を
展
開
し
た
い
。

Ｈ
25
年
10
月
25
日
（金
）琉
球
新

報
・鳥
の
目
・虫
の
目
に
「大
宜
味
村

の
ベ
チ
バ
ー
の
体
験
が
掲
載
さ
れ
ま

し
た
）

各
字
担
当
農
業
委
員
に
よ
る
農
家
・

農
地
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

農
家
の
皆
様
は
登
録
は
済
み
ま
し
た

か
？農

家
登
録
は
、
大
宜
味
村
の
農
業

者
で
あ
る
と
認
め
、
台
帳
が
整
備
さ

れ
ま
す
。

そ
の
こ
と
に
よ
り
村
が

推
進
す
る
各
種
補
助
事
業
へ
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
、
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
の
苗
木

申
込
の
際
、
農
家
登
録
が
な
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
申
請
で
き
な
い
方
が

お
ら
れ
ま
し
た
。

農
家
登
録
は
誰
で
も
で
き
る
の
？

◆
農
家
登
録
は
、
農
家
要
件
を
満

た
し
て
い
る
農
業
者
が
対
象
に
な
り

ま
す
。

大
宜
味
村
の
農
家
要
件
に
農
地
取

得
面
積
の
下
限
面
積
、
40
ａ
（
１
２

０
０
坪
）
の
耕
作
農
地
を
持
っ
て
い
る

こ
と
、
１
５
０
日
以
上
農
作
業
を
す

る
こ
と
な
ど
が
、
要
件
と
し
て
あ
り

ま
す
。

現
在
黙
認
耕
作
（
ヤ
ミ
小
作
）
の

農
業
者
は
農
地
面
積
が
無
い
と
み
な

し
、
登
録
が
で
き
ま
せ
ん
。
村
の
補

助
金
を
受
け
る
事
業
堆
肥
補
助
、

シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
苗
木
補
助
等
に
申

請
で
き
な
い
状
況
が
発
生
し
ま
す
。

農
振
計
画
の
見
直
し
完
了
お
知
ら
せ

大
宜
味
村
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
総
合
見
直
し
が
平
成
25
年
10

月
1
日

付
け
で
完
了
し
ま
し
た
。

公
告
場
所

大
宜
味
村
役
場
産
業
振
興
課
に
て
縦
覧
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
・・・
電
話
：０
９
８
０
（４
４
）３
２
３
２

村外地権者の出張農地相談会を開催しました！！

沖縄の自然環境保全に配慮した農業活性化支援事業！

農
地
面
積
は
世
帯
合
算
で
判
断
し
ま
す
。

◆
世
帯
で
40
ａ
を
耕
作
し
て
い
る
場

合
に
は
農
家
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
が
、

親
や
兄
弟
の
農
地
を
別
世
帯
の
家
族
が

耕
作
し
て
い
る
場
合
に
は
、
ヤ
ミ
小
作

と
し
て
判
断
さ
れ
ま
す
。

ど
う
す
れ
ば
い
い
？

◆
こ
の
場
合
に
は
、
基
盤
整
備
法
に

よ
る
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
必
要
で
す
。

５
年
間
か
ら
10
年
間
の
契
約
を
取
り

交
わ
し
ま
す
。
農
地
台
帳
へ
耕
作
農
地

と
し
て
登
録
し
ま
す
。

手
続
き
は
、
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。

担
当
地
区
の
農
業
委
員
か
ら
記
入
方

法
な
ど
を
相
談
し
手
続
き
を
進
め
て
下

さ
い
。

前田貞夫農業委員

宮城保幸農業委員

宮城威農業委員

佐久川薫農地調整委員

農家登録相談・手続き



2013年（平成25年）１１月１日（金）

環境保全・
赤土流出防止普及活動

兵庫県立の高校生、民泊受け入れ

先１００名 （H25.10.25（金）体験）

ﾋﾞﾁﾊﾞｰの植栽は昨年

は３回実施、今年は2

回目です。

(琉球新報の取材)

日：H25.10.１７(木)～１９(土) 大分県大会

今年、塩屋大豆同好会の３名の方が植
えた大豆が、２種合わせて５．５ｋ収穫でき

ました。

大豆について視察・勉強会

講師：九州沖縄農業センター高橋幹氏

塩屋の大豆畑を見学

H２５．１０．２５（金）

総会風景

総会現地調査（雨の場合には、

バスからの確認）

今回の現地は、・・・・・・

執行部会 /
H25.10.16

大分県別府市農業委員会の

メンバーとの意見交換会

農業者年金説明会・農業経営勉強会
H25.10.25（金）

農業調整支援員佐久本さんが「経営計

画」の重要性を講演しました。

沖縄県農業会議の勢理客さんが「農

業者年金」の説明を行いました。

竹富町職員と耕作放棄地解消に向

けての情報交換をしました。

国の農業施策が「全国農業

新聞」に載っているけど・・・

「農地活用」のぼり

田港区

「農地活用」のぼり

大保区


